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大
雨
復
旧
工
事
費
を
計
上

一
般
会
計
補
正
6158
万
円
可
決

当麻町議会

天
塩
町
役
場
で

駐
輪
場
を
撤
去

石

山

組

目標推進へ管内の素地確認
留萌開建が第 期計画シンポ

25
年
度
以
降
に
40
・
億
円

25
年
度
以
降
に
40
・
億
円

枝
幸
の
238
号
幌
別
橋
架
換

稚内開建【
稚
内
】
稚
内
開
建
が
枝
幸
町
で
施
工
を
進
め
て
い
る
国
道
２
３
８
号
の
幌
別
橋

架
け
換
え
は
、
２
０
２
５
年
度
以
降
の
残
事
業
費
が

億
３
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

年
度
は
橋
台
と
橋
脚
１
基
ず
つ
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

幌
別
橋
は
北
見
幌
別
川
に

架
か
る
橋
梁
で
、
枝
幸
町
岡

島
と
下
幌
別
を
結
ぶ
。
現
橋

の
延
長
は
３
０
０
㍍
あ
り
、

１
９
６
４
年
度
と

年
度
に

整
備
し
た
。
幅
員
は
７
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

完
成
か
ら

年
間
が
経
過

し
、
軟
弱
地
盤
の
影
響
で
橋

桁
や
支
承
、
伸
縮
装
置
に
遊

間
異
常
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、

年
度
に
技
術
検
討
会

を
設
置
。
審
議
の
結
果
架
け

換
え
が
妥
当
と
な
り
、

年

度
に
事
業
化
し
た
。

年
度
に
初
弾
工
を
発
注

し
て
い
る
。
橋
長
２
８
１
・

２
㍍
、
幅
員
９
㍍
の
新
橋
に

架
け
換
え
る
。
４
径
間
で
上

部
は
長
い
ス
パ
ン
を
設
け
ら

れ
る
細
箱
桁
を
採
用
し
た
。

下
部
は
逆
Ｔ
式
橋
台
２
基
と

壁
式
橋
脚
３
基
を
設
置
す

る
。

年
度
の
施
工
で
は
Ａ
１

橋
台
と
Ｐ
３
橋
脚
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
に
取
り
組
む
ほ

か
、
下
幌
別
側
の
Ａ
２
橋
台

杭
基
礎
に
着
手
。
今
後
は
Ａ

２
橋
台
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

分
や
Ｐ
１
橋
脚
を
含
め
た
下

部
の
整
備
を
順
次
進
め
る
。

全
体
事
業
費
は

億
円
と
な

っ
て
い
る
。

24
年
度
は
橋
台
や
橋
脚
設
置
な
ど

小
学
校
の
利
活
用
検
討

義
務
教
育
学
校

開
校
後
に
民
間
へ
貸
与
・
売
却
も

砂 川 市

せ
り
出
し
た
枝
葉

神
居
東
中
で
剪
定

石
田
兼
松
八
興
建
設

イ
ン
タ
ー
ン
で

旭
工
生
受
け
入
れ

西
山
坂
田
電
気

４
条
通
な
ど
で

道
路
清
掃
奉
仕

廣

野

組

と

ヒ
ロ
ノ
測
建

建
設
業
の
労
災

８
月
休
業
４
人

名
寄
労
基
署
管
内

旧
頓
別
小
跡
地
で

敷
地
内
を
草
刈
り

サ
サ
キ
が
奉
仕

一
般
会
計
2640
万
円

補
正
予
算
を
可
決

浜
頓
別
町
議
会

岩
見
沢
農
高
に

生
理
用
品
寄
贈

地
崎
道
路
道
支
店

長
都
揚
水
機
場
の

周
辺
で
美
化
活
動

伊
藤
組
土
建

新
十
津
川
の
町
道
で

草
刈
り
や
ご
み
拾
い

極
東
建
設

段
階
的
定
額
制
を
導
入

富
良
野
市
宿
泊
税
条
例
案
を
公
表

道路改良 現場を点検
稚内開建稚内道路安全協

【
稚
内
】
稚
内
開
建
稚
内

道
路
事
務
所
工
事
安
全
協
議

会
は

日
、
猿
払
村
内
で
道

路
改
良
を
進
め
る
２
現
場
を

対
象
に
２
０
２
４
年
度
２
回

目
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
た
。

現
場
の
安
全
管
理
の
状
況
を

確
か
め
た
。

同
協
議
会
の
橋
本
淳
会
長

や
稚
内
労
基
署
の
石
塚
直
太

労
働
基
準
監
督
官
ら

人
が

参
加
。
国
道
２
３
８
号
の
猿

払
村
シ
ネ
シ
ン
コ
改
良
（
錦

産
業
）
と
猿
払
村
知
来
別
改

良
（
サ
サ
キ
）
の
現
場
を
視

察
し
た
。

開
始
前
に
橋
本
会
長
は

「
こ
れ
か
ら
追
い
込
み
期
に

入
る
現
場
も
増
え
る
と
思

う
。
労
災
防
止
に
向
け
、
わ

ず
か
な
危
険
箇
所
も
見
逃
さ

ず
確
認
し
て
ほ
し
い
」
と
注

意
喚
起
し
た
。

シ
ネ
シ
ン
コ
改
良
で
は
、

凍
上
抑
制
層
の
転
圧
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
。
一
行
は

現
場
代
理
人
か
ら
工
事
概
要

な
ど
を
聞
き
取
り
、
現
場
内

の
安
全
体
制
を
見
て
回
っ

た
。石

塚
労
働
基
準
監
督
官

は
、
現
場
の
整
理
整
頓
や
安

全
管
理
の
体
制
は
整
っ
て
い

る
と
評
価
。
工
事
場
所
は
風

が
強
く
声
が
聞
き
取
り
づ
ら

い
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
化
す
る
た
め
に
視
覚
的
な

合
図
を
決
め
て
お
く
こ
と
も

検
討
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

10月にも概算工事費や工期
月形町が義務教育学校新築

児童が重機操縦体験
名寄建協など名寄西小で見学会

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
改
修
へ

25
年
度
安
田
侃
彫
刻
美
術
館

美 唄 市

【
岩
見
沢
】
月
形
町
は
、

２
０
２
７
年
４
月
の
開
校
を

目
指
す
義
務
教
育
学
校
新
築

に
つ
い
て
、

月
に
も
概
算

工
事
費
や
工
期
な
ど
を
見
極

め
る
考
え
だ
。
急
激
な
物
価

上
昇
や
人
件
費
高
騰
、
建
設

業
の
働
き
方
改
革
の
影
響
を

踏
ま
え
、
調
整
を
図
る
。

月
形
小
と
月
形
中
を
統
合

す
る
９
年
制
の
義
務
教
育
学

校
新
築
に
向
け
、
実
施
設
計

を
進
め
て
い
る
。

年
度
に

進
め
た
基
本
設
計
に
よ
る

と
、
建
物
は
校
舎
・
屋
内
運

動
場
一
体
型
で
、
Ｒ
Ｃ
造
、

３
階
、
延
べ
５
４
８
３
平
方

㍍
の
規
模
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ

Ｒ
ｅ

ａ
ｄ
ｙ
基
準
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
建
築
と
す
る
た
め
、
外
部

は
蓄
熱
性
能
の
高
い
外
断
熱

工
法
を
採
用
す
る
。

概
算
工
事
費
は
約

億
１

０
０
０
万
円
で
、
本
体
が
約

億
円
、
解
体
が
約
１
億
９

０
０
０
万
円
、
外
構
が
約
２

億
２
０
０
０
万
円
の
内
訳
。

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

年
６
―
８
月
に
一
部
校
舎
と

教
職
員
住
宅
を
先
行
解
体

し
、
工
事
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
。
同
９
月
か
ら

年
２

月
に
、
校
舎
・
屋
内
運
動
場

を
施
工
し
、
義
務
教
育
学
校

開
校
後
の

年
６
―

月
に

旧
校
舎
解
体
と
外
構
を
施
す

予
定
だ
。

概
算
工
事
費
は
、
物
価
・

人
件
費
高
騰
な
ど
に
よ
る
今

後
工
事
費
の
上
昇
の
可
能

性
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

建
設
業
の
週
休
２
日
制
の
導

入
な
ど
今
後
の
社
会
情
勢
な

ど
に
よ
り
、
竣
工
時
期
が
延

び
る
可
能
性
を
そ
れ
ぞ
れ
示

し
て
い
た
。

建
設
地
は
１
０
５
４
の
１

に
あ
る
月
形
中
敷
地
内
。
校

舎
は
敷
地
西
側
に
配
置
し
、

既
存
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
用

す
る
。
基
本
設
計
と
実
施
設

計
は
ド
ー
コ
ン
が
担
っ
て
い

る
。

【
岩
見
沢
】
砂
川
市
は
、

義
務
教
育
学
校
「
砂
川
学
園
」

開
校
後
、
閉
校
と
な
る
５
つ

の
小
学
校
に
つ
い
て
利
活
用

を
検
討
す
る
。
現
在
も
学
童

保
育
や
地
域
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
て
、
使
用
団
体
や
住
民
か

ら
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
実

施
す
る
方
針
だ
。

特
に
空
知
太
小
（
１
９
７

９
年
新
築
、
Ｒ
Ｃ
一
部
Ｓ
造
、

３
階
一
部
２
階
、
延
べ
４
８

４
６
平
方
㍍
）
は
、
７
月
に

地
域
住
民
か
ら
存
続
に
向
け

た
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

市
で
は
民
間
企
業
へ
の
貸

与
・
売
却
、
公
共
施
設
と
し

て
の
活
用
方
針
を
協
議
し
て

い
る
。
今
後
各
小
学
校
を
使

用
す
る

団
体
や
地
域
住
民

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
ほ

か
、
住
民
説
明
会
な
ど
も
開

催
す
る
見
通
し
だ
。

砂
川
学
園
は
、
吉
野
２
条

南
５
丁
目

の
１
に
あ
る
砂

川
中
の
敷
地
に
新
築
す
る
。

校
舎
が
Ｒ
Ｃ
造
、
３
階
、
延

べ
１
万
２
２
５
０
平
方
㍍
、

屋
内
体
育
館
が
Ｒ
Ｃ
一
部
Ｓ

造
、
２
階
、
延
べ
３
１
９
５

平
方
㍍
の
規
模
。
２
０
２
６

年
４
月
に
開
校
を
予
定
す
る
。

【
岩
見
沢
】
美
唄
市
は
、

安
田
侃
彫
刻
美
術
館
ア
ル
テ

ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
の
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
（
旧
栄
小
屋
内
体

育
館
）
改
修
を
早
け
れ
ば
２

０
２
５
年
５
月
下
旬
ご
ろ
に

入
札
す
る
予
定
だ
。
分
割
発

注
や
概
算
事
業
費
な
ど
は
今

後
固
め
、
工
期
は

年
３
月

ま
で
を
見
込
む
。

落
合
町
栄
町
に
あ
る
旧
栄

小
は
１
９
５
０
年
に
開
校

し
、
炭
鉱
閉
山
な
ど
で

年

に
閉
校
。
日
本
遺
産
「
炭
鉄

港
」
の
構
成
文
化
財
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。

年
に
ア

ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、

年
建

設
の
木
造
校
舎
は
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど
、

年
完
成
の
屋
体

は
演
奏
会
な
ど
の
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。改

修
に
向
け
、

年
度
に

旧
校
舎
（
Ｗ
造
、
２
階
、
延

べ
９
７
８
平
方
㍍
）
と
旧
屋

体
（
Ｓ
一
部
Ｗ
造
、
２
階
、

延
べ
６
１
６
平
方
㍍
）
の
現

況
調
査
を
実
施
。
先
行
し
て

年
度
は
校
舎
と
屋
体
の

屋
根
を
改
修
し
、

年
度
に

校
舎
本
体
の
改
修
を
進
め

た
。旧

屋
体
は
耐
震
補
強
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
な
ど
消

火
設
備
や
ト
イ
レ
設
備
の
改

修
な
ど
を
予
定
し
、
実
施
設

計
は
ア
ト
リ
エ
ブ
ン
ク
が
担

っ
て
い
る
。

現
行
の
建
築
基
準
法
に
当

て
は
め
る
と
、
改
修
箇
所
は

も
っ
と
多
く
な
る
が
、
市
の

指
定
文
化
財
と
し
て
現
行
の

意
匠
を
残
す
た
め
、
道
の
建

築
審
査
会
に
申
請
。
協
議
を

重
ね
、
最
終
的
に
適
用
除
外

の
建
物
と
し
て
８
月
６
日
に

指
定
を
受
け
た
。

用
途
は
美
術
館
か
ら
集
会

場
に
変
更
。
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ず
主
に
演
奏
会
や
講
演

会
な
ど
で
活
用
を
す
る
。

【
旭
川
】
北
の
け
ん
せ
つ

担
い
手
育
成
会
議
と
名
寄
建

設
業
協
会
は

日
、
名
寄
市

内
で
名
寄
西
小
の
６
年
生
を

対
象
に
現
場
見
学
会
を
開
い

た
。
児
童

人
が
現
場
を
訪

れ
、
ド
ロ
ー
ン
飛
行
の
見
学
、

重
機
の
操
縦
や
試
乗
な
ど
を

通
し
、
建
設
業
へ
の
理
解
を

深
め
た
。

同
会
議
は
旭
川
開
建
、
旭

川
建
管
、
旭
川
市
と
旭
川
建

設
業
協
会
、
上
川
調
査
設
計

協
会
で
構
成
。
児
童
や
生
徒

を
対
象
に
建
設
業
の
魅
力
を

広
め
、
担
い
手
確
保
に
向
け

た
活
動
を
し
て
い
る
。

今
回
の
見
学
会
で
は
名
寄

建
協
も
協
力
し
、
国
道

号

名
寄
市
智
恵
文
函
渠
設
置
を

見
学
し
た
。
旭
川
開
建
は
公

共
事
業
の
意
義
な
ど
、
施
工

業
者
の
第
一
建
設
（
本
社
・

名
寄
）
は
工
事
の
概
要
に
つ

い
て
資
料
を
用
い
て
説
明
し

た
。児

童
ら
は
３
班
に
分
か

れ
、
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
操

縦
し
て
砂
を
す
く
う
な
ど
の

体
験
、
大
型
重
機
の
作
業
や

運
転
席
内
を
見
学
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
の
飛
行
見
学
で
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
撮
影
し
て

い
る
動
画
を
モ
ニ
タ
ー
で
見

て
、
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
の

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
手
を
振

る
児
童
も
い
た
。

最
後
は
、
ド
ロ
ー
ン
で
児

童
や
関
係
者
一
同
で
記
念
撮

影
を
し
た
。

【
旭
川
】
石
田
兼
松
八
興

建
設
（
本
社
・
旭
川
）
は
こ
の

ほ
ど
、
旭
川
市
立
神
居
東
中

で
樹
木
の
剪
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
取
り
組
ん
だ＝

写
真
。

旭
川
開
建
発
注
の
石
狩
川

改
修
工
事
の
内
忠
別
川
千
代

田
地
区
河
道
掘

削
を
施
工
す
る

縁
で
地
域
貢
献

活
動
と
し
て
作

業
。久

保
田
晃
正

現
場
代
理
人
ら

７
人
で
７
日
、

高
所
作
業
車
や
ユ
ニ
ッ
ク
車

を
用
い
、
通
学
路
に
せ
り
出

し
生
徒
の
通
学
に
支
障
を
来

す
枝
葉
を
落
と
し
、
安
全
確

保
に
努
め
た
。

【
岩
見
沢
】
地
崎
道
路
北

海
道
支
店
は
こ
の
ほ
ど
、
岩

見
沢
農
高
へ
生
理
用
品
を
寄

贈
し
、
感
謝
状
を
受
け
た＝

写
真
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の

一
環
で
「
生
理
の
貧
困
」
問

題
か
ら
女
子
生
徒
を
サ
ポ
ー

ト
し
よ
う
と
実
施
。
衛
生
用

品

万
円
分
を
寄
贈
。
同
校

Ｏ
Ｇ
で
工
務
部
の
斉
藤
志
音

さ
ん
ら
３
人
が
８
月

日
に

訪
問
し
た
。
食
品
科
学
科
３

年
生
の
伊
藤
真
菜
さ
ん
に
目

録
を
手
渡
し
、
感
謝
状
を
受

【
岩
見
沢
】
極
東
建
設
（
本

店
・
滝
川
）
は
７
日
、
新
十

津
川
町
の
町
道
南
４
号
通
沿

い
で
清
掃
と
草
刈
り
奉
仕
活

動
を
し
た＝

写
真
。

町
内
に
工
事
事
務
所
や
中

空
知
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
置
く
こ
と
か
ら
例
年
取
り

組
む
。

回
目
の
こ
と
し
は

７
日
に
実
施
し
、

人
が
参

加
。
国
道
２
７
４
号
に
接
続

し
利
用
頻
度
が
高
い
同
通
で

草
刈
り
や
道
路
脇
の
ご
み
拾

い
な
ど
を
２
時
間
に
わ
た
っ

て
し
た
。

【
留
萌
】
留
萌
開
建
は

日
、
留
萌
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
第
９
期
北
海
道
総
合
開

発
計
画
の
推
進
に
向
け
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。
北

海
学
園
大
工
学
部
の
鈴
木
聡

士
教
授
が
基
調
講
演
し
た
ほ

か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
展
開
。
留
萌
管
内
が

食
や
観
光
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
な
ど
、
同
計
画
に
掲

げ
る
目
標
を
推
進
す
る
素
地

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

留
萌
建
設
協
会
や
留
萌
調

査
設
計
協
会
、
留
萌
観
光
連

盟
と
い
っ
た
団
体
の
ほ
か
、

地
元
建
設
会
社
な
ど
か
ら
約

５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
林
華
奈
子
留
萌
開

建
部
長
が
第
９
期
計
画
、
上

原
和
信
留
萌
振
興
局
長
が
北

海
道
総
合
計
画
に
つ
い
て
概

要
を
解
説
し
た
。

鈴
木
教
授
は
「
留
萌
地
域

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
考
え

る
」
と
題
し
て
登
壇
。「
留
萌

の
強
み
は
漁
業
」
と
し
、
訪

れ
た
人
に
満
足
し
て
も
ら
え

る
食
資
源
が
豊
富
だ
と
し
た
。

産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り

人
口
減
少
が
進
ん
だ
が
、
深

川
留
萌
自
動
車
道
の
全
線
開

通
や
道
の
駅
「
る
も
い
」
の

開
業
を
機
に
、
来
訪
者
や
ア

ク
セ
ス
性
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
高
く
評
価
。
風
力
発

電
施
設
の
整
備
推
進
は
、「
石

炭
で
栄
え
た
留
萌
地
域
に
、

に
ぎ
わ
い
を
呼
び
戻
す
１
０

０
年
に
１
度
の
チ
ャ
ン
ス
」

と
強
調
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
鈴
木
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

佐
藤
太
紀
留
萌
観
光
協
会
会

長
、
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー

大
手
の
モ
ン
ベ
ル（
本
社
・
大

阪
）
の
竹
山
史
朗
常
務
ら
４

人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
。

モ
ン
ベ
ル
は
、
道
内
で
は

東
川
町
や
南
富
良
野
町
な
ど

の
道
の
駅
に
出
店
し
て
い

る
。
竹
山
常
務
は
「
そ
こ
に

行
け
ば
情
報
を
得
ら
れ
た

り
、
お
い
し
い
物
が
食
べ
ら

れ
た
り
で
き
る
。
道
の
駅
は

拠
点
施
設
と
し
て
重
要
な
役

割
を
占
め
る
」と
強
調
し
た
。

佐
藤
会
長
は
、
留
萌
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

税
収
の
増
加
を
告
げ
た
。「
観

光
は
少
な
い
設
備
投
資
で
経

済
波
及
効
果
を
得
や
す
い
」

と
の
見
解
を
述
べ
、
「
そ
の

税
収
は
行
政
が
再
投
資
で
き

る
」
と
指
摘
。
稼
ぐ
観
光
を

実
現
す
る
に
は
官
民
の
共
創

が
欠
か
せ
な
い
と
の
考
え
を

伝
え
た
。

【
稚
内
】
浜
頓
別
町
議
会

は
９
日
に
開
会
し
た
第
３
回

定
例
会
で
、
一
般
会
計
に
２

６
４
０
万
７
０
０
０
円
を
追

加
す
る
補
正
予
算
を
可
決
し

た
。
工
事
関
係
の
事
業
は
な

く
、
町
内
の
児
童
や
生
徒
を

対
象
に
し
た
児
童
手
当
交
付

金
な
ど
を
中
心
に
計
上
し
た
。

２
０
２
４
年
度
一
般
会
計

は
総
額

億
１
７
２
６
万
８

０
０
０
円
と
な
っ
た
。

【
留
萌
】
石
山
組
（
本
社

・
札
幌
）
は
こ
の
ほ
ど
、
天

塩
町
役
場
で
駐
輪
場
の
撤
去

に
励
ん
だ＝

写
真
。

同
町
で
留
萌
開
建
発
注
の

農
業
事
業
を
手
掛
け
て
い
る

縁
か
ら
、
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
６
日
に
取
り
組
ん
だ
。

６
人
が
作
業
に
参
加
し

た
。
駐
輪
場
の
ほ
か
に
、
川

口
地
区
に
あ
る
い
つ
く
し
ま

公
園
の
案
内
看
板
も
撤
去
。

町
が
対
応
に
苦
慮
し
て
い
た

課
題
解
決
に
寄
与
し
た
。

【
稚
内
】
サ
サ
キ
（
本
社

・
稚
内
）
は
こ
の
ほ
ど
、
浜

頓
別
町
の
旧
頓
別
小
跡
地
で

【
岩
見
沢
】
伊
藤
組
土
建

（
本
社
・
札
幌
）
は
こ
の
ほ

ど
、
長
沼
町
に
あ
る
長
都
揚

水
機
場
周
辺
の
美
化
活
動
を

け
取
っ
た
。
こ
の
活
動
は
３

年
間
継
続
し
て
い
く
予
定
だ
。

草
刈
り
作
業
に

励
ん
だ＝

写

真
。稚

内
開
建
発

注
の
一
般
国
道

２
３
８
号
浜
頓

別
町
豊
浜
南
防

雪
柵
設
置
を
請
け
負
う
一
環

と
し
て
実
施
。
８
月

日
に

作
業
員
７
人
と
草
刈
り
機
７

台
で
敷
地
内
の
草
を
刈
っ

た
。６

日
に
南
尚
敏
町
長
か
ら

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

実
施
し
た＝

写
真
。

揚
水
機
場
は
な
が
ぬ
ま
土

地
改
良
区
が
管
理
す
る
。
２

０
１
４
年
か
ら
開
始
し
今
回

で

回
目
の
奉
仕
活
動
。
６

日
に
協
力
会
社
の
中
央
緑
化

土
木
と
合
わ
せ

人
が
揚
水

機
場
敷
地
と
資
材
ヤ
ー
ド
の

草
刈
り
や
清
掃
作
業
に
励
ん

だ
。

【
旭
川
】
富
良
野
市
は
、

２
０
２
６
年
度
の
導
入
を
目

指
す
法
定
外
目
的
税
「
宿
泊

税
」
の
条
例
案
を
公
表
し
た
。

１
人
１
泊
２
０
０
―
５
０
０

円
を
徴
収
す
る
段
階
的
定
額

制
。

月
６
日
ま
で
市
民
や

市
内
業
者
を
対
象
に
意
見
を

募
集
し
て
い
る
。

税
額
は
１
人
１
泊
２
万
円

未
満
で
２
０
０
円
、
２
万
円

以
上
５
万
円
未
満
で
３
０
０

円
、
５
万
円
以
上
で
５
０
０

円
を
想
定
。
修
学
旅
行
な
ど

は
課
税
免
除
と
す
る
。
税
収

は
観
光
客
が
市
内
で
利
用
す

る
公
共
交
通
の
充
実
や
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
に
よ
る
閑

散
期
対
策
に
充
て
る
方
針
だ
。

道
も
宿
泊
税
の
導
入
を
目

指
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は

別
に
徴
収
す
る
。

市
は
意
見
を
踏
ま
え
て

月
末
に
条
例
案
を
決
定
す
る

予
定
。
関
係
機
関
と
の
協
議

や
市
議
会
で
の
条
例
提
案
可

決
を
経
て
、

年
７
月
か
ら

税
制
度
を
周
知
し
、

年
４

月
の
徴
収
開
始
を
目
指
す
。

条
例
案
は
市
複
合
庁
舎
や

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
る
。
意
見
は
封
書
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
な

ど
に
よ
り
市
民
生
活
部
税
務

課
に
提
出
す
る
。

【
旭
川
】
西
山
坂
田
電
気

（
本
社
・
旭
川
）
は
５
日
か

ら
４
日
間
に
わ
た
り
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
、
旭
川
工

高
生
５
人
を
受
け
入
れ
た
。

生
徒
た
ち
は
非
常
灯
の
電
池

交
換
な
ど
電
気
工
事
の
実
務

に
触
れ
た＝

写
真
。

５
、
６
日
は
情
報
技
術
科

の
生
徒
４
人
を
受
け
入
れ
、

座
学
や
現
場
体
験
を
し
て
も

ら
っ
た
。

、

日
に
は
電

気
科
２
年
生
の
倉
嶋
大
河
さ

ん
を
指
導
し
た
。

日
は
東
神
楽
町
内
で
プ

レ
ハ
ブ
の
現
場
事
務
所
設
置

と
大
雪
葬
斎
場
の
建
て
替
え

工
事
現
場
を
見
学
。

日
は

旭
川
市
内
の
集
合
住
宅
で
維

持
修
繕
の
作
業
を
し
た
。

廊
下
の
蛍
光
灯
の
カ
バ
ー

を
ド
ラ
イ
バ
ー
で
外
し
、
非

常
灯
用
バ
ッ
テ
リ
ー
を
交

換
。
倉
嶋
さ
ん

は
「
電
気
工
事

に
は
自
分
が
思

っ
て
い
た
よ
り

い
ろ
い
ろ
な
仕

事
が
あ
る
と
気

付
い
た
」
と
話

し
た
。

【
旭
川
】
当
麻
町
議
会
は

日
、
第
３
回
定
例
会
で
一

般
会
計
補
正
予
算
６
１
５
８

万
１
０
０
０
円
を
可
決
し

た
。
７
月

日
の
大
雨
で
被

災
し
た
伊
香
牛
地
区
の
２
号

道
路
復
旧
工
事
に
３
１
０
万

円
、
川
岸
や
河
床
修
繕
に
７

５
７
万
８
０
０
０
円
を
盛
り

込
ん
だ
。
い
ず
れ
の
工
事
も

９
月
下
旬
に
指
名
通
知
、

月
３
日
に
入
札
す
る
。

２
号
道
路
の
法
面
地
滑
り

を
布
団
籠
で
復
旧
し
、
百
間

堀
川
、
当
麻
川
、
清
水
川
の

河
岸
、
河
床
を
修
繕
す
る
。

町
役
場
の
木
質
ボ
イ
ラ
修

繕
に

万
８
０
０
０
円
、
と

う
ま
山
ス
キ
ー
場
で
使
う
圧

雪
車
修
繕
に

万
６
０
０
０

円
、
除
雪
用
の

㌧
ト
ラ
ッ

ク
の
修
繕
に

万
９
０
０
０

円
を
措
置
し
た
。

【
旭
川
】名
寄
労
基
署
は
、

２
０
２
４
年
８
月
の
労
災
発

生
状
況
（
休
業
４
日
以
上
）

を
ま
と
め
た
。
全
産
業
で

人
の
休
業
災
が
発
生
し
、
建

設
業
は
４
人
を
占
め
た
。
内

訳
は
建
築
３
人
、
土
木
１
人

だ
っ
た
。

建
設
業
で
は
、
作
業
員
が

倉
庫
の
屋
根
や
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
か
ら
の
墜
落
、
丸
の
こ

盤
に
よ
る
切
創
な
ど
が
発
生

し
た
。

建
設
業
は
１
―
８
月
の
累

計
で
休
業
災
が

人
（
前
年

同
月
比
２
人
増
）
と
な
っ
て

い
る
。
内
訳
は
土
木
５
人（
２

人
増
）
、建
築
７
人（
１
人
増
）
、

設
備
１
人
（
増
減
な
し
）
だ

っ
た
。
死
亡
災
は

年
１
月

以
降
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
る
。

全
産
業
の
休
業
災

人
の

う
ち
、
被
災
者
の
年
齢
は

代
が
２
人
、

代
が
５
人
、

代
が
２
人
、

代
が
２
人
、

代
が
３
人
、

代
が
４
人
、

代
が
１
人
。
事
故
の
型
別

と
し
て
は
、
墜
落
・
転
落
災

害
の
５
人
、
挟
ま
れ
・
巻
き

込
ま
れ
災
害
の
５
人
が
多
か

っ
た
。

【
旭
川
】
廣
野
組
（
本
社

・
旭
川
）
と
ヒ
ロ
ノ
測
建

（
同
）
は

日
、
旭
川
市
４
条

通
と
５
条
通
で
道
路
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た＝

写
真
。

国
土
交
通
省
が
啓
も
う
す

る
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

に
ち
な
む
活
動
で

回
目
と

な
る
。

田
中
実
廣
野
組
社
長
は
じ

め
両
社
の
役
職
員

人
が
参

加
。
２
班
に
分
か
れ
、

丁

目
か
ら

丁
目
に
か
け
て
作

業
し
た
。
歩
道
や
路
側
、
植

樹
桝
内
の
吸
い
殻
や
空
き
缶

な
ど
を
回
収
し
た
。

（
砂
川

市
空
知
太
東
３
条
５
丁
目
２
の

、
山
内
英
嗣
）
電
０
１
２
５
（
５

３
）
２
８
１
１
◇
空
３
８
６
１
号

▽
一
般＝

建
築
、
大
工
、
石
工
、

屋
根
、
タ
イ
ル
レ
ン
ガ
ブ
ロ
ッ
ク
、

鋼
構
造
物
、
ガ
ラ
ス
、
塗
装
、
防

水
、
建
具

留萌地域の充実した未来を思い描き、鈴木
教授とパネリストが意見を交わした

児童らは体験を通して建設業の
一端に触れた

安全管理が適切か見て回った

―
開
業
し
た
経
緯
は
。

以
前
勤
め
て
い
た
不
動
産
会
社
で

法
人
営
業
を
し
て
い
た
際
に
独
立
へ

の
思
い
を
強
く
し
た
。
業
界
の
悪
い

慣
習
な
ど
を
改
善
し
た
い
と
い
う
思

い
や
顧
客
に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
低

い
店
舗
を
目
指
し
た
か
っ
た
。

―
な
ぜ
南
幌
町
を
。

前
職
で
南
幌
エ
リ
ア
を
担
当
し
て

い
た
際
、
行
政
が
主
導
と
な
っ
て
住

宅
の
建
築
費
補
助
な
ど
子
育
て
世
代

の
呼
び
込
み
が
移
住
者
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。
出
店

に
は
不
安
も
大
き
か
っ
た
が
、
地
域

住
民
か
ら
は
温
か
く
迎
え
て
も
ら
い

本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

―
町
内
の
住
宅
需
要
は
。

近
郊
に
あ
る
江
別
市
や
北
広
島
市

の
地
価
高
騰
に
よ
り
、
町
内
に
流
れ

て
く
る
印
象
が
あ
る
。
人
気
の
土
地

は
、
町
の
補
助
対
象
で
あ
る
「
み
ど

り
野
団
地
」
が
メ
イ
ン
だ
。
町
内
の

地
価
は
安
価
で
、
建
設
費
に
予
算
を

割
く
こ
と
が
で
き
る
の
も
人
気
の
要

因
と
言
え
る
。
子
育
て
世
代
が
近
郊

か
ら
移
住
す
る
例
も
多
い
。

―
今
後
の
事
業
展
開
で
考
え
て
い

る
こ
と
は
。

「
空
き
家
問
題
」
の
解
消
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
町
内
に
は
約
１

０
０
戸
あ
り
、
町
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
新
し
い
活
用
方
法
を
考
え
て
い

る
。
所
有
者
不
明
の
物
件
も
あ
り
課

題
は
山
積
み
だ
が
、
地
方
自
治
体
な

ら
で
は
の
問
題
を
解
決
す
る
き
っ
か

け
に
し
た
い
。

町
内
で
は
戸
建
て
住
宅
が
増
加
す

る
半
面
、
貸
家
が
少
な
い
。
空
き
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
が
、
実
現
す
れ
ば
新
し
い
顧
客
層

を
生
み
出
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

―
今
後
の
展
望
な
ど
。

「
お
客
さ
ま
の
立
場
で
」
と
い
う

思
い
を
忘
れ
ず
に
運
営
し
て
い
る
。

迅
速
な
対
応
を
心
掛
け
る
な
ど
、
小

さ
な
こ
と
か
ら
意
識
し
て
い
き
た
い
。

ユースフル不動産
坂井 美咲 代表

南
幌
で
顧
客
第
一
の
不
動
産
屋
を

南
幌
で
顧
客
第
一
の
不
動
産
屋
を

「
お
客
さ
ま
が
第
一
と
な
る
不
動
産
屋
を
実
現
し
た
か
っ
た
」
―
。

ユ
ー
ス
フ
ル
不
動
産
（
本
社
・
南
幌
）
の
坂
井
美
咲
代
表
取
締
役
が
会

社
名
に
込
め
た
思
い
だ
。
４
月
に
開
業
。
不
動
産
仲
介
の
み
な
ら
ず
空

き
家
物
件
解
消
な
ど
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
も
向
き
合
い
、
町
内
で
数

少
な
い
「
ま
ち
の
不
動
産
屋
」
と
し
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
る
。

（
空
知
支
社
・
五
十
嵐

命
記
者
）

さ
か
い
・
み
さ
き

１
９
８
４
年
９
月

日
生
ま
れ
。
専
門
学
校
卒
業

後
、
引
っ
越
し
会
社
へ
就
職
。
そ
の
後
４
社
の
不
動
産
会
社
を
経
験
後
、

２
０
２
４
年
に
ユ
ー
ス
フ
ル
不
動
産
を
開
業
し
た
。
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
。
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